
①市民が容易に生涯学習情報を得ることができるようにする。②市民が学習で得た成果を地域社会に活かせるようにす
る。③市民が生涯学習を行うにあたっての悩みやとまどいに応える。④現代的な課題(社会に求められる課題、今すぐ取
り組むべき課題など)を市民が学習できるようにする。

指定管理者と協議しながら課題解決に向けて取り組んでいく。

今後の
方向性

学習がまちづくりにつながる基盤を整える生涯学習
元気創造都市

施
策
の
大
綱

生涯学習部文化・スポーツ振興課

事業： 生涯学習基盤事業 1103

01

整理
番号

施策分野(節) 施　　　　　策まちづくりの目標(章)

01第3章

目

的

総合
評価

妥当性

効率性

有効性

施策に
対する
貢献度

B

市民の生涯学習の拠点・情報発信の場として市民交流センターは重要な
役割を担っている。A

市民交流センターの館の維持管理については費用を勘案しながら指定管
理者と協議しすすめる必要がある。

A
B

A

目

標

生涯学習活動を市民及び地域に根ざすために、生涯学習情報の提供や人材育成を通じ、人と人との繋がりや各種団体
の相互連携を図り、ボランティアのような市民の積極的な市への貢献活動などを支援する。

事業費（決算額）・財源

所管課

事業費（決算額）

総コスト

財
源
内
訳

平成27年度 平成26年度 増　減

平成27年度 平成26年度 増　減

職員数

再任用職員数

一般財源

152,219

106,664

0.22

0.00

100,377

0

0

6,287

一人あたり

世帯あたり 3,219

1,396

参
考

(円)

(円)

(人)

(人)

コスト情報・従事職員数

113,311

107,024

0

0

6,287

160,441

0.42

0.00

3,391

1,453

-6,647

-6,647

0

0

0

-8,222

-0.20

0.00

-172

-57

国府支出金

地方債

その他特定財源

事業の概要

評価

平成26年度

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

平成27年度

評
価
理
由

評
価
理
由

総合
評価

妥当性

効率性

有効性

施策に
対する
貢献度

B

A

A
B

A

人件費

公債費

内
訳

1,706

43,849

事業費（決算額） 106,664

3,226

43,904

113,311

-1,520

-55

-6,647 (千円)

 (千円)

 (千円)
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